
 

第１学年＊組 理科（物理基礎）学習指導案 

指導者 教諭 高地 雅光 
 
１ 日時・場所 平成 29 年＊月＊日 ＊時間目 理科教室（男子＊名, 女子＊名） 
 
２ 単元名 仕事とエネルギー 
 
３ 単元の目標 

運動エネルギーと位置エネルギーを仕事と関連付けて理解することができる。保存力と非保存力の

違いを区別し，力学的エネルギー保存の法則を適切に用いて運動を考察することができる。 
 
４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 
運動エネルギー，位置エ

ネルギー，力学的エネルギ

ー保存について関心を持

ち， 意欲的に探究しようと

する。 

仕事を手掛かりとして，運

動・位置エネルギー相互の関

連を考察し，力学的エネルギ

ー保存の法則適用の可否を

正しく判断して，それらの過

程を適切に表現している。 

運動エネルギー，位置エネル

ギー，力学的エネルギー保存と

仕事の関連について観察や実

験を行い，基本操作を習得し，

それらの過程や結果を的確に

記録，整理している。 

仕事とエネルギーの

定義を習得し，運動時の

エネルギーの移り変わ

りを理解している。 

 
５ 単元について 

(1) 教材観 
     中学校では,力学的エネルギーの総量が保存されることを定性的に学習している。この単元では，

運動エネルギー，位置エネルギー，力学的エネルギーを厳密に定義し，仕事と関連付けることによっ

て，エネルギーという概念を用いて運動に対する理解を深めることが目標である。 
(2) 省略 
(3) 指導観 

   「仕事」や「エネルギー」という用語は日常生活で頻繁に用いられるため，誤解が生じやすい分野

である。まず，各物理量の意味を丁寧に指導し定着させたい。そして，身の回りの運動をエネルギー

という観点から捉えることができる力を習得させたい。 
６ 指導と評価の計画 

時 学習内容 学習活動 評価の観点 
評価規準 評価方法 

関 思 技 知

 
１ 
 

仕事 物体に加えた力と移

動距離の積が仕事であ

ることを学ぶ。 

◎

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

仕事に関する事象に

興味を持ち，意欲的に

学習に取り組んでい

る。 

行動観察 

問題演習発表

発問 

 
２ 
 

仕事の正負 力の向きに着目し，

正の仕事と負の仕事を

理解する。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○

 
力の向きと変位の向

きに注意しながら仕事

量を計算できる。 

行動観察 

問題演習発表

発問 
 
３ 
 

仕事の原理 
  

定滑車・動滑車の例

を用いて，仕事の原理

を理解する。 

 
 
 

 
 
 

◎

 
 
 
 

物体を上げ下げする

際，仕事量は変化しな

いことを定滑車・動滑

車を適切に扱って実験

を行っている。 

行動観察 

発問 

 
４ 
 

仕事率 単位時間あたりの仕

事量を表す仕事率を導

く。 

○

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

問題演習やコラムの

計算を通して，様々な

仕事率を比較できる。 

行動観察 

実験協力 

発問 



 
５ 
 

運動エネルギ

ー 
仕事をする能力とエ

ネルギーを関連付け，

運動エネルギーを考え

る。 

 
 
 

○

 
 
 
 

 
 
 

エネルギーの定義を

理解し，運動エネルギ

ーが何の物理量に依存

しているか考察してい

る。 

行動観察 

意見発表 

発問 

 
６ 
 

位置エネルギ

ー 
重力による位置エネ

ルギーを仕事と関連付

けながら考える。 

 
 
 

○

 
 
 
 

 
 
 

重力による位置エネ

ルギーが何の物理量に

依存しているか考察し

ている。 

行動観察 

発問 

 
７ 
 

弾性力による

位置エネルギ

ー 

弾性力による位置エ

ネルギーを仕事と関連

付けながら考える。 

 
 
 

○

 
 
 
 

 
 
 

ばねの位置エネルギ

ーが何の物理量に依存

しているか考察してい

る。 

行動観察 

発問 

 
８ 
本

時 

力学的エネル

ギー保存 
位置エネルギーと運

動エネルギーの変換に

着目し，観察・実験を

通して力学的エネルギ

ーの保存について考え

る。 

 

 

 

 

 

○

 

◎

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

力学的エネルギー保

存の法則を理解し，位

置エネルギーが運動エ

ネルギーに変換される

ことを考察している。 
積極的に観察・実験

に参加している。 

行動観察 

意見発表 

発問 

 
９ 
 

力学的エネル

ギー保存，保

存力 

力学的エネルギーが

保存される場合，され

ない場合を判断でき

る。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

◎

 
 

保存力と非保存力を

区別し，力学的エネル

ギー保存の法則を適用

できる状況を見極め活

用できる。 

行動観察 

発問 

 
７ 本時の学習内容 

(1) 目標 
・力学的エネルギー保存の式を活用し，具体的な計算ができる。（思考・判断・表現） 
・実験観察に積極的に参加することができる。（関心・意欲・態度） 

(2) 準備する実験器具等 
演示実験用ジェットコースター（経路の異なるレールが３種類），スピードタイマー，スーパーボ

ール，電卓 
 (3) 展開 

区分 時間 学習内容 指導内容・留意点と評価 
導入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開 
 
 
 
 

５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５分 
 
 
 

 

・既習事項（運動エネルギー，位置エ

ネルギー）の確認を行う。 
 
 
・経路の異なるジェットコースター

で，最下部での速さはどの経路が一

番速いか？また，その理由は？ 
 
 
 
 
・生徒個人の予想をノートに書く。 
 
 
 
 

・運動エネルギーの変化量，位置エネ

ルギーの変化量が仕事となっている

ことを確認する。 
 
・位置エネルギーから運動エネルギー

への移り変わりを意識させる。 
・学習課題を黒板に書き，実験条件を

説明する。考察の際には，空気抵抗

や摩擦は無視して良いことを伝え

る。 
 
・考察時間を５分程度とる。最初の考

察時間は相談せず自力で考えをまと

める。教員は机間指導を行い生徒の

考えを記録する。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 
 
 
 

 

５分 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 分 
 
 
 
 
 

25 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５分 
 
 
 

 
 

・予想を発表する。友人の発表を聞い

て気になった所をメモし，自分の考

えが変わった場合には最初に立てた

予想の下に新しい予想を書き加え

る。 
 
 
 
 
・実験の結果から，３つの経路の最下

部での速さがあまり変わらないこと

を知る。 
 
 
 
・実験結果を通して，位置エネルギー

が運動エネルギーに変換されたこと

を理解し，力学的エネルギー（位置

エネルギーと運動エネルギーの和）

は一定に保たれることを学ぶ。 
 
・実験装置の規格から，最下部での速

さの理論値を力学的エネルギーの保

存の法則を用いて計算する。 
 
・理論値と実験値にズレが生じた原因

を考察する。 
 
 
位置エネルギーと運動エネルギーの

和である力学的エネルギーは一定であ

る。したがって，ジェットコースター

のどの経路でも最下部での速さは等し

くなる。 

・生徒数人の考えを全体に紹介する。 
もう一度考察する時間を３分ほど設

け，再び生徒に予想を聞く。 
 
（評価） 
積極的に実験課題に参加している。 

（評価法） 
行動観察 

 
・演示実験を行う。各経路で２，３回

ずつ実験する。事前実験の結果か

ら，最下部での速さは３つの経路で

およそ 2.3ｍ/ｓである。 
 
（評価） 
実験結果を分析し，位置エネルギー

が運動エネルギーに変換されることを

考察している。 
（評価法） 
意見発表 

 
・高さ 45ｃｍの地点からスーパーボー

ルを転がすので，最下部での速さの

理論値は約 3.0ｍ/ｓである。 
 
・次の時間の学習内容「保存力，非保

存力」への布石となるので，生徒の

発言を全体で共有する。 
 
・本時の学習内容をまとめる。 
 
 
 
 
 

 


